

























があるまでの時間≪ 30 分／ 1日≫にかかる心理的負担を調査した。
メールの返信にかかる時間に対する送・受信者の心理的負担 1
さらに受け手側【調査Ｂ】についても、依頼を受けてから、相手に返信を送
るまでにかかる時間≪ 30 分／ 1日≫の心理的負担を調査した。
．分析資料
2.1 調査概要
実施時期：2010 年 7 月
調査協力者：首都圏の大学・女子大学に通学する男女 110 名
（男性：22 名／女性：88 名）


























設問：メールの返信が 30 分／ 1 日かかったことに対し、あなたは友人との
関係に支障が生じる不安を、どの程度感じますか？
【調査Ｂ】（受け手）
設問：メールの返信に 30 分／ 1 日かかったことに対し、あなたは友人との
関係に支障が生じる不安を、どの程度感じますか？
3.1.1 返信まで 30 分かかった場合の不安感
メールの返信にかかる時間に対する送・受信者の心理的負担 3
表 1 返信まで＜ 30 分＞かかった場合の不安感












具体的な数値として、返信まで 30 分の場合、送受信者とも 4以上、つまり
強い不安を示す者はいなかった。
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表 2 返信まで＜ 1日＞かかった場合の不安感
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100.0






























表 4・表 5 は、それぞれ≪送り手≫≪受け手≫による回答の詳細である。双
方ともに、支障をきたす限度を「1日」と考える割合が最も高い。
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